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【１・２月の主な予定 】 ２月

１月 ２日(木) ブックトーク「進路に向けて」

１０日(火) 始業式、 ３日(金) ３年学年末試験[英･国･数･理･社] 【村書き初め展】

百人一首大会、書き初め大会 １３日(月) 生徒朝会 １／２４(火)～２７(金)

１１日(水) 弁当持参 １４日(火) 学活｢卒業生に学ぶ｣ 宮ヶ瀬小中体育館にて

１２日(木) 給食開始・ １４日(火) 公立高校共通選抜学力検査 ※是非、見に来てくだ

ブックトーク(防災について) １５日(水)１６日(木) 共通選抜 面接 さい。

１３日(金) １年基礎基本確認テスト １５日(水) 新入生体験入学

１６日(月) 生徒朝会 ２２日(水)１年学年末試験[国･社･数･保体]

１７日(火) 調理実習(家庭科) ２４日(金) 〃 [英･理]

２７日(金) 新入生保護者説明会 ２７日(月) 学校朝会

３０日(月) 学校朝会 ※３月８日(水)卒業証書授与式

３１日(火) 第２回授業研究（１年英語） やまびこ会「秋のふれあい行事」の

※予告なし避難訓練も行う予定です。 遊覧船｢ミーヤ丸｣→

１２月１日、緑小学校で行われた小学校芸術鑑賞会に参
加しました。宮中が和太鼓に力を入れているので特別に見
せていただきました。和楽器集団「鳳雛」さんの演奏で、
授業で学習した「箏」や「篠笛」、「和太鼓」を聴きました。

プロの迫力や息づ
かいを身近に感じ
ることができ、大
変貴重な経験とな
りました。和太鼓
体験コーナーでは
大活躍でした。

１１月末から水曜の昼休みは小学生との和太鼓
交流会でした。１年生が生徒会のメインとなって
初のリーダーシップを執る場面です。５、６年生
に優しく、丁寧に長胴太鼓のたたき方を教え、「祭
り」の演奏をしま
した。文化祭や中
文連のように緊張
感あふれる演奏と
違い、仲良く、朗
らかに演奏を楽し
みました。

新しい年を迎えて 校 長 手 塚 明 浩
「一年の計は元旦にあり」といわれるように「今年はどんな年になるのかな？」と思いながら、「こんな事

をしてみよう」「こんな目標をもってみよう」と多くの人が考えを巡らす時期ではないでしょうか。
さて、2023年の「卯」の年はピョンピョン跳ねるウサギから「飛躍の年」と言われます。干支はウサギで

すが、十干と十二支を組み合わせた六十干支という分類があり、2023年は「癸卯（みずのとう）」にあたり、
一つの物事が収まり次の物事への移行をしていく段階。「卯」のウサギは「茂」という時期であり、繁殖する、
増えるという段階にあたるそうです。その両方を備えた「癸卯」は、去年までで様々なことの区切りがつき、
次へと向かっていく、そこに成長して明るい世界が広がっていく年という意味があります。感染症に脅かさ
れたこの３年間。マスク装着があたりまえになり、私たちの生活様式は変化を余儀なくされました。今年こ
そは、この「癸卯」の年の「区切りがついて、次へと向かう年」になることを願うばかりです。
これからの季節、いよいよ厳しい寒さの冬本番がやってきます。高い目標を掲げても、い
つもうまくいくとは限りません。でも厳しい寒さに耐えてこそ、春の飛躍や成長に繋がる
と信じています。2023年教職員一同、 生徒たちの来るべき飛躍の時に向けて、力になれ
るよう努力していきたいと思います。
保護者・地域の皆さま、今年もどうぞよろしくお願いいたします。

１１月１９日(土)快晴の中、や
まびこ会秋のふれあい活動を行い
ました。みやがせミーヤ館のご厚
意で、「リアル宮ヶ瀬探検隊」とし
て、ネイチャー山田さん(財団職員)による自然観察体
験と遊覧船ミーヤ丸による遊覧を行いました。自然観
察体験は、園地の自然の豊かさに気づく機会となりま

した。遊覧では日頃、
見慣れている宮ヶ瀬湖
を湖上から見ることが
でき、ゴツゴツした岩
肌や水辺の景色に子供
達も大喜びでした。

秋の親子ふれあい活動

１２月６日（火）の６校時に厚木警察の梅津
加奈子さんを講師に招き、小学５・６年生も交
え、「薬物乱用防止教室」を実施しました。当日
は、講師のお話とビデオ鑑賞もあり、「きっぱり
と断る・やらない勇気が薬物の魔力から自分の
人生を守る」という教訓を学びました。生徒は
「（薬物は）自分の体を壊してしまい、これから
の目標さえも失う危険な薬」「幻聴が聞こえたり、
いいことが１つも無
い」などの感想を持ち、
薬物の恐ろしさを改め
て確認する機会となっ
たようです。

小中合同薬物乱用防止教室

１２月の学校朝会で
は生徒会任命式を行い
ました。校長から新生
徒会長、新副会長に任
命書が渡され、その後
それぞれの意気込みを発表しました。まず
は、３年生の頑張ってきたことを引き継い
でいくことを目標に据え、宮ヶ瀬中学校が

もっと活発になるよう、盛
り上げていきたいとのこと
でした。堂々とした話しぶ
りに頼もしさを感じる式と
なりました。

学校朝会 生徒会任命式

１１月３０日（水）に萩原トミエ先生を講師にお招きし
て、毎年恒例の絵手紙による年賀状作りを行いました。来

年度の干支、うさぎの絵のお手本をたくさん用意してくださいました。描く手順、コツ
を伝授して頂きながら、みんな夢中で作品を作りました。「初めて絵手紙を描いたので、
最初は一発描きということにとても戸惑って、うまく描けるかとても不安でした。しか

し、実際にやってみて、たくさん考えて描くよりも味が出て、うまく見えたりするも
のだなという新しい発見ができました。」「新聞の切り抜きが絵手紙の材料になるのに
とても驚きました。」「先生の『失敗を恐れなくていいんだよ』という言葉が心に響き
ました。」メールで済ませることも多くなった新年の挨拶ですが、年賀状という日本
文化を体験しながら、今年もいろいろなことを学ばせて頂きました。

絵手紙づくり

１２月１５日（木）、かながわ男女共同参画セン
ター（かなテラス）の出前講座を実施。メディア総
合研究所所長 谷岡理香先生にお話を伺いました。
「普段何気なく見ているＣＭや広告にも男性と女性
の格差を感じるシーンが多いことを知り、現在の日
本の姿を知ることができた。」「男だから、女だから
と決めつけることは、言われてとても嫌だったので、
これからそういう場面を見かけたら積極的に行動し
たい。」「『女性だからやらなくていい』とか『男性
だからお願いしたい』などはもう捨てて、自分とい
うのは世界で１人、ありのままの
自分を出していきたいと強く思い
ました。」「多様性を否定せず、み
んなが認め尊重できる社会にして
いきたいと思いました。」

人権学習 「ジェンダー」を考える


